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第３７０回：将たる器 

   

 今秋の中国共産党第１９回全国代表大会（以下：１９大）に向けて、習近平主席の一極体制が着々と進ん

でいると報道されているようだ。そのとおりに違いはないだろうが、「習政権の基盤が固まった」、「習李体制

は修復不能なほど関係が悪化している」といった報道をそのまま鵜呑みにしてはならない。 

香港メディアは「飛ばし記事」が世界で一番多く、スキャンダル大好きな媒体であり、これを主たる情報源

にして、日本の数多くの反中系の週刊誌や雑誌は、面白おかしく中国を揶揄する記事を掲載している。 

ところが、香港情報があまりに面白いものだから、客観公平な報道が使命のはずの大手日刊紙も、営業

優先かどうかは知らないが、そんな与太情報をクオートする記事がずいぶん増え出した。 

もしも習近平氏が慣例に従い、二期１０年で引退するつもりであれば、任期の折り返し点となる１９大で、

若手の次期リーダーを最高指導部に加える可能性がある。２００７年の１７大で、チャイナ・ナインのなかに、

飛び級で習近平（序列第６位）と李克強（第７位）が入ったとき、次期（１８大）のリーダーはこの２人で決まり

だと誰もが考え、事実５年後にはそうなった。 

今秋の１９大で、胡春華（広東省書記）、孫政才（重慶市書記）の内、一人が最高指導部入りすれば、習氏

の後継者は確定、二人とも入れば彼らの競争となろう。仮に二人とも入らなければ、習氏はルールを変えて

三選を狙っているのか、それとも権力を維持するため、最後まで手の内を明かさないかのいずれかだろう。 

 

胡春華、孫政才以外にも後継候補者は数多くいるようだが、どうも中国と日本では、リーダー像にかなり

違いがあるような気がする。 

たとえば中国人がこよなく愛読する水滸伝や三国志。水滸伝は宋朝の悪政に苦しめられた農民、商人、

軍人たちが梁山泊に集結し決起する大河小説であり、魅力的な英雄豪傑が多数登場する。 

例えば智多星・呉用、入雲竜・公孫勝、豹子頭・林冲、花和尚・魯智深たちを、日本映画に登場させれば、

三船敏郎、仲代達也、高倉健、菅原文太等の出番となろうが、肝心の首領の呼保義・宋江は（あくまで譬え

ですが）渥美清のようなイメージかな。つまり宋江という主人公は、つまりつかみどころのない、おかしな男

なのである。 

地主の息子に生まれた宋江は、どうも田舎暮らしが性に合わなかったらしく、県の小役人を勤めており、

通称「黒三郎」、要は浅黒い顔つきで風采の上がらないチンチクリンの小男だ。武芸では林冲や楊志の足元

にも及ばないし、呉用や朱武のように孫呉の兵書を理解する才覚もない。 

宋江は義侠心に厚い好漢で、天下の豪傑も彼の名を聞けば、直ちにひれ伏すと水滸伝は描いているが、

彼の義侠とは貧乏人に金銭を恵み、バクチ打ちから金をせびられても、気前よく与える程度に過ぎない。 

おまけに宋江さん、謹厳実直かといえば、そうでもなさそう。閻婆惜と云う妾を囲い、よろしくやっていたの

だが、友人に寝取られてしまう為体、挙句の果てに痴情のもつれも絡んで、凶状持ちの身に。どう見ても、

かっこいい人物ではない。 

唯一の取柄は自分に能力がないのを自覚する謙虚さだろう。だから彼は押されて首領になる際も、最後
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まで固辞したし、首領になったあとも、仲間を募る際、いつも「あなたに首領の座を譲るから、どうか吾々の

仲間に入って下さい」と低姿勢で何度も何度も懇願している。 

中国では、どうもこのタイプが評価されるらしい。三国志の劉備もそうだ。遠く先祖を尋ぬれば、中山靖王、

漢の劉勝に辿りつくらしいが、筵売りの貧乏人で教育も受けていない。当代一級の詩人でもあった曹操とは

大きな違いである。劉備も宋江と同じタイプで、日本人から見れば、単なるお人好しの善人にすぎない。 

 

もちろん、昔と今、小説と現実とでは状況が異なる。共産党の話題に戻ると、新中国の指導者を時系列で

並べると、毛沢東、華国鋒、胡耀邦、趙紫陽、江沢民、胡錦濤、習近平となるが、ホントのリーダーは毛沢東、

鄧小平、江沢民、胡錦濤、習近平である。彼らのリーダーシップとパワーの源泉を比較してみよう。 

毛沢東のパワーは別格だ。彼は建国者であり、ソ連のレーニン・スターリン・フルシチョフを合体したような

存在。チトー（ユーゴ）、リークアンユー（シンガポール）よりも遥かに巨大なカリスマといえる。 

鄧小平の指導力の源泉は人民解放軍。毛沢東が亡くなった後の覇権争いで、カギを握る軍の元老の多く

が老い、亡くなるなか、当時軍を掌握できる人物は鄧小平しかいなかった。 

鄧小平によって後継に指名された江沢民は、右派でも左派でもなく、毒にも薬にもならぬ存在という幸運

もあったようだが、中国が外資を導入し、各種工業を振興するためには、優秀な技術官僚として食品工場、

石鹸工場、自動車工場、電子工業部等の要職を歴任した彼の職歴は極めて重要であった。 

江沢民の後を継いだ胡錦濤は、若い頃に数年間ダム工事現場で働いた後は、終始一貫して党務専従、

つまり共産党の生き字引のような存在となった。ここで得たヒト・モノ・カネのポリティカル・キャピタルが彼の

権威の源泉となった。但し胡錦濤は謹厳実直な共産党員であり、あくまで集団指導原則を遵守し、専制政治

を敷く道を自ら閉じてしまった。 

さて、どんじりに控えしは、五星紅旗の核心の・・・六十余州 に隠れのねぇ、賊徒ぢゃなくて中共の首領 、

習近平。彼のパワーの源泉は何だろう？毛沢東、鄧小平のような数十年のキャリアに裏打ちされたカリスマ

性は当然ない。江沢民のような優秀なテクノクラートでもなければ、胡錦濤のような党務に習熟したノーメン

クラトゥーラでもない。印象だけから云えば、宋江や劉備、ちょっと格上げして劉邦のような中国人受けする

タイプのような気がしないでもないような・・・。（了） 

 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                                   平成２９年３月３０日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


